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菅会長とモディ⾸相（日印協会とモディ首相懇談会時）　





日印協会は、明治36年（1903年）の設立以来、日印間の政治・経済・文化交流に貢献しています。

目次

４

6

法人会員一覧

13

日印協会からのご案内

インド紹介　ケララ州   

モディ・インド首相の訪日（概要）：外務省南西アジア課

日印協会・菅会長のインド・モディ首相への表敬訪問について

18

書籍紹介

河本憲治氏「 南インド神々と出会う旅」
間永次郎氏「ガンディーの真実」

21

 Rising India, i.e. Bharat　日本の地そしてその先でのバーラトの台頭
　　　　　　　　　　　　　　　                                個人会員Nupur Tewari氏

25

モディ首相の公式訪問と日印関係の展望：外務省南西アジア課長 室谷政克氏講演会

駐日インド大使シビ・ジョージ閣下ご夫妻送別夕食会

26

27

インド独立記念日  
                                                                                           個人会員 是永貴志氏 23

14関西万博インド館での美術品解説　
　　　　　　　　　　　　　　　　                           個人会員ミティラー美術館館長長谷川時夫氏　

11



https://www.japan-india.com

日印協会・菅会長のインド・モディ首相への
表敬訪問について

　8月29日（金）午後、日印協会の菅義偉会長は、帝国ホテルに滞在中のインド
のナレンドラ・モディ首相への表敬訪問を行いました。　

４

　表敬訪問には、小野啓一駐インド大使と日印協会から齋木昭隆理事長に加え、
副会長会社等から代表として今吉琢也氏（コマツ社長）、安永竜夫氏（三井物産会
長）、鈴木俊宏氏（スズキ社長）、村上晃彦氏（豊田通商会長）、比良竜虎氏（日印
協会評議員）が同席しました。また、西村康稔衆議院議員（日印友好議員連盟会
長）、宮本新吾南部アジア部長、インド側からは、アジット・ドバル国家安全保障
顧問、ヴィクラム・ミスリ外務次官、シビ・ジョージ駐日インド大使他が同席し
ました。
　冒頭、モディ首相と菅会長は2年ぶりの再会を喜び合いました。
菅会長から、2023年にインドを訪問した際、その活気に圧倒されたことに言及し
つつ、多くの日本企業がインドを有望な事業展開先として見ていることから、更
なるビジネス環境の改善に向け、インド側の引き続きの協力を期待する旨述べま
した。
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　　また、菅会長とモディ首相は、日印の旗艦事業である高速鉄道事業について
も、事業の進展に向けた日印間の連携について意見交換を行いました。
菅会長は適切な時期にインドを再訪したいと伝えました。これを受けてモディ首
相は、企業代表団を伴ってニューデリー以外の都市も訪問するよう提案し、訪問
を歓迎する意向を示しました。
　モディ首相は、まもなく設立125周年を迎える日印協会の長年の貢献を高く評
価し、その記念事業として、日印両国だけでなく世界各地の計125か所でイベン
トを開催することを提案しました。イベントのテーマは、議員、ビジネス界、若
者、女性、技術者など、分野・職種別に設定することで交流を効果的に促進でき
ると述べました。
　菅会長は、これまでにない革新的な提案に感謝を述べ、日印協会として前向き
に対応していくことを表明し、和やかなうちに約30分間の表敬訪問は終了しまし
た。

（追記）日印協会は、モディ首相来日の機会に、協会会員の皆様と触れ合う歓迎
レセプション開催を模索しましたが、首相のスケジュールがタイトなため実現し
ませんでした。
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モディ・インド首相の訪日（概要）　

◼ ８月29日～30日の日程でインドのナレンドラ・モディ首相が実務賓客として訪
日。
◼ 29日（金）に日印首脳会談等を行われたほか、両首脳で日印経済フォーラムに出
席。30日（土）に両首脳で宮城県を訪問。
◼ 2014年にモディ首相が首相として初訪日し、日印関係を「特別戦略的グローバ
ル・パートナーシップ」へ格上げ後10年間の日印関係を総括した上で、基本的価値
を共有する両国が互いの強みを活かし合い、相互補完的な関係を構築していくとい
う今後10年の協力の方向性を発表。

6

令和７（2025）年９月 外務省南西アジア課

 １ 日印首脳会談及びワーキング・ディナー（29日）
◆ 両首脳は、両国が将来世代が抱える課題の解決に必要となる社会・経済的価値を
共創する、相互補完的な関係を構築していくことで一致。こうした協力の方向性を
具体化していくための方策を①安全保障、②経済・投資・イノベーション、③人的
交流の３つの分野で確認。これらを日印首脳共同声明、今後10年に向けた日印共同
ビジョン等の成果文書に反映。
◆ 両首脳は、国際社会が歴史的な転換期にある中、国際社会を協調に導くという
「自由で開かれたインド太平洋」の考え方の重要性を確認し、日米豪印を含め、幅
広い分野で引き続き連携していくことで一致。
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＜安全保障＞
◆ 両首脳は、2008年に発表した「日印安全保障協力に関する共同宣言」の改定を歓
迎し、インド太平洋の平和と安定の実現という共通の目標に向け、日印でより大き
な責任を果たしていくことを確認。
◆ 両首脳は、重要物資のサプライチェーン強靱化を始めとする両国の連携を強化す
るために、日印で「経済安全保障イニシアティブ」を立ち上げ、産官学による具体
的取組を示すファクト・シート（注）を公表。
（注）半導体、重要鉱物、情報通信、クリーン・エネルギー、科学協力、医薬品等
の分野での協力を列挙

＜経済・投資・イノベーション＞
◆ 両首脳は、2022年に発表した対印官民投融資５年５兆円目標を３年間で達成でき
たことを歓迎し、新たに対印民間投資10兆円目標を掲げ、ビジネス環境整備にも引
き続き取り組んでいくことで一致。
◆ 両首脳は、半導体やAIなどを中心に協力の裾野を広げる重要性を共有し、「日印
デジタル・パートナーシップ2.0」及び「日印AI協力イニシアティブ（JAI）」（注
１）の立ち上げ、「対印スタートアップ企業支援イニシアティブ（JISSI）」（注２）
や宇宙協力の推進を確認。
（注１）Japan-India AI Cooperation, (注２) the Japan-India Startup Support
Initiative
◆ 両首脳は、二国間クレジット制度の構築に関する協力覚書や水素・アンモニアに
関する共同意向表明が署名されたことを歓迎。
◆ 両首脳は、日印の旗艦事業である高速鉄道事業に関し、その実現に向け、引き続
き協力していくことで一致。また、モビリティ分野における日印協力を一層強化す
べく、新たに「次世代モビリティ・パートナーシップ」を立ち上げることで一致。

＜人的交流＞
◆ 両首脳は、高度人材を始めとするインド人材の力を日本経済の成長や地方創生に
活かすとともに、日印間の相互補完的な人材の育成・交流・還流の促進を目指す
「日印人材交流イニシアティブ」を発表。また、地方自治体間のパートナーシップ
の推進を首脳間でも後押ししていくことで一致。

7



https://www.japan-india.com

２ 今次訪日の成果文書
◆ 以下の首脳レベルの成果文書５件に加え、政府間の覚書10件、民間企業等の覚書
170件を発表。
➢ 日印首脳共同声明
➢ 今後10年に向けた日印共同ビジョン
※今後10年を見据えた日印協力につき、①経済、②経済安全保障、③モビリティ、
④環境、⑤技術・イノベーション、⑥医療、⑦人的交流、⑧地方自治体交流の８つ
の優先分野での具体的方向性を示すもの。
➢ 日印安全保障協力に関する共同宣言の改定※2008年以来の改定
➢ 日印経済安全保障協力ファクト・シート
➢ 日印人材交流・協力アクションプラン

３ 宮城県訪問（30日）
◆ 両首脳は、東京駅でJR東日本にて研修を受けているインド人運転士による見送
りを受け、新幹線で仙台駅へ移動。
◆ 新幹線の車内では、インドにおける高速鉄道の将来像、日本の新幹線の歴史や正
確性・安全性、新幹線がこれまでに果たしてきた役割など、鉄道を中心に率直な意
見交換を実施。また、両首脳は、試験電車「ALFA-X」について説明を受けたほ
か、移動中にE5系新幹線運転台を見学し、最高速度（時速320キロ）の体験を行っ
た。両首脳は、地域情勢についても意見交換を行った。

8

新幹線内での意見交換 新幹線運転台の見学
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仙台市での昼食会

東京エレクトロン宮城工場の視察

◆ 石破総理は、モディ首相を迎えて仙台市内で昼食会を実施。昼食会には、村井宮
城県知事を始め同県や東北にゆかりのある関係者も出席。両首脳は、地方間の交流
を始めとした様々な分野における日印協力などについて意見を交わした。
◆ 両首脳は、東京エレクトロン株式会社の宮城工場を訪問し、研修施設等を視察す
るとともに、同社とインドとの協力等について説明を受けた。
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２ 主な成果
① 安全保障：インド太平洋の平和と安定の実現という共通の目標に向けて、日印で
より大きな責任を果たしていくため、経済安全保障や防衛装備移転を含む安全保障
分野での協力を深化。
⇒安全保障協力に関する共同宣言の改定、日印経済安全保障協力イニシアティブ立
上げ・ファクト・シートの公表

① 経済・投資・イノベーション：ビジネス環境改善を図りつつ、インド市場の成長
力を一層取り込むための投資を促進するとともに、イノベーションを生み出す新興
技術を中心に協力の裾野を広げていく。
⇒「対印民間投資10兆円」目標の設定、日印デジタル・パートナーシップ2.0、日
印AI協力イニシアティブ、 対印スタートアップ企業支援イニシアティブ、次世代
モビリティ・パートナーシップの立上げ等 

① 人的交流：高度人材を始めとするインド人材の力を日本経済の成長・地方創生に
活かすとともに、高度・専門的技術を学んだインド人が自国に戻り、その発展に寄
与する相互補完的な人材の還流を促す。 
⇒日印人材交流イニシアティブ、地方自治体間のパートナーシップ推進

モディ・インド首相の訪日（意義と成果）
１ 意義・ねらい
2014年9月にモディ首相が首相として初めて訪日し、日印関係を「特別戦略的グロ
ーバル・パートナーシップ」へ格上げ後、10年が経過。この間、政治・安保、経済
の幅広い分野でインドとの関係は深化。
◆ インドは人口増（世界第一位）と高い経済成長（2024年度 +6.5%見込み）を背
景にグローバル・サウスの雄として存在感が増大。日印それぞれが抱える課題も念
頭に、両国がそれぞれの強みを活用しあう相互補完的な関係を構築していくこと
で、成長力を取り込みつつ、両国の紐帯をより強固なものとしていくことが必要。
◆ 国際情勢の不透明さが増す中、基本的価値を共有する国同士として、法の支配に
基づく自由で開かれた国際秩序の維持・強化を共に推進していくことも重要。

⇒　日印両国が目指すべき今後10年の協力の方向性を定め、次世代のための社会・
経済価値を共創するパートナーシップとして内外に発信



モディ首相の公式訪問と日印関係の展望
外務省南西アジア課長 室谷政克氏講演会

　2025年8月29日から30日にかけて、ナレンドラ・モディ首相が実務訪問賓客とし
て来日しました。この訪問の実務責任者である外務省アジア大洋州局南部アジア
部南西アジア課の室谷政克課長を迎えて、日印協会では、9月12日（金）に日本記
者クラブで講演会を開催した。

講演会では、当事者としての感想・訪問の背景等が以下の通り報告された。

１．首脳間の「年次相互訪問」と関係深化
2006年12月以降、マンモハン・シン首相時代に始まった「年次相互訪問」は、
首脳同士が長時間にわたり会話を重ねることで、心の距離を縮める上で重要な
役割を果たしてきました。
コロナ禍で一時中断していましたが、年次相互訪問の枠組みでのモディ首相の
訪日は７年ぶりのことです（なお、モディ首相は、2023年にG7広島サミット
出席のため訪日しています。）。

２．変化するインドと日印関係
経済的変革： この10年でインド経済は大きく変化しました。世界一の人口と
理想的な人口構成を背景に、内需と資本支出が成長を牽引しています。同時
に、「メイク・イン・インディア」政策は進展しているものの、目標には未達
な部分もあるなど、問題も抱えており、日本の投資や技術力に期待を寄せてい
ます。
国際情勢の変動： 米国が主導してきた既存の国際秩序が揺らぐ中で、グロー
バルサウスと呼ばれる新興国グループも多様な動きを見せています。「法の支
配」に基づく秩序の維持がこれまで以上に重要となっており、FOIP（自由で
開かれたインド太平洋）ビジョンに基づき、インドとの連携を強化することが
日本の重要な外交課題であると考えます。
日本への期待： インドは日本に対して親近感を持っています。不安定な国際
秩序の中で、グローバル・パワーとして存在感を増すインドとの戦略的な協力
関係を深め、日本がインドから必要とされる存在であり続けることが重要で
す。今回の訪日は、こうした状況を踏まえ、今後の日印関係のあり方を示す良
い機会と考えました。
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３．インドの強みと日本との連携の可能性
経済成長： インドへの投資額は過去10年で大きく増加し、住友不動産や日本
製鉄のような大規模な投資も行われています。GDPは内需、特にサービス部門
が牽引しており、インド市場の成長の力を日本の経済成長にも取り入れていく
必要があります。
イノベーション： 旺盛なハングリー精神を背景に、2023年には10万社のスタ
ートアップが誕生し、ユニコーン企業の数は世界第3位に達しています。こう
したインドのイノベーションの力を取り入れ、日印が新たな社会・経済価値を
共創していくことが重要です。
新たな協力分野： とりわけAI分野では、インドに開発面でのアドバンテージ
があると同時に、データ基盤造りといったハード面では日本に強みがあり、日
本のODA（政府開発援助）等を用いて相互補完的な形で協力できる可能性があ
ります。

質疑応答のハイライト
講演会では、主に日印関係の現状と課題に焦点を当てた質疑応答が行われまし
た。
Q：石破首相の退陣表明が、モディ首相の訪問に影響はなかったか？

A： 今回の訪問日程は参議院選挙前に決定されており、政権が交代しても外交
関係は引き継がれるため、訪問への影響はありませんでした。

Q：防衛装備品の協力、特にUS-2救難飛行艇の進展はあったか？
A： 2024年8月に日印間で「2+2」（外務・防衛閣僚協議）が開催され、その時
にも言及がありましたが、現在、防衛装備品の移転に関する具体的な議論が進
められています。US-2については議論されていませんが、防衛装備品協力は継
続して重要な議題となっています。

Q：米印関係が、日印・日米関係にどのような影響を及ぼすか？
A： インドと米国は連携を強化しており、米国もインドへの関与が自国にとっ
て有益であると考えています。「QUAD」（日米豪印戦略対話）もそうした協力
を深める枠組みとして認識されています。米印関係は関税等を巡る対立点もあ
りますが、両国とも、戦略的重要性に立って関係をマネージしようとしている
と受け止めており、そういう構図の中で米国と同盟関係にある日本との関係の
重要性も認識されていると考えます。

https://www.japan-india.com 12
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駐日インド大使シビ・ジョージ閣下ご夫妻
送別夕食会

 2025年9月５日に日印協会・在日インド商工会・日印議員連盟の共催で9月10日に
離任する在日インド大使シビ・ジョージ大使の歓送会がＡＮＡインターコンチネ
ンタルホテル東京プロミネンスで開催された。 

13

 　まず比良竜虎様（在日インド商工協会会長）から主催者挨拶があり、齋木昭隆
（公益財団法人日印協会　理事長）から三団体代表挨拶があった。そのあと来賓
として、菅義偉様（第99代内閣総理大臣・日印協会会長）、林芳正様（内閣官房長
官）、辻清人様（内閣府副大臣）、山口那津男様（公明党常任顧問）、長崎幸太郎様
（山梨県知事）が挨拶された。
 駐日インド大使シビ・ジョージ閣下のご挨拶の後、安永竜夫様（日印経済委員会
委員長）のご発声で乾杯し、懇親会が開始された。シビ・ジョージ大使夫妻は壇
上で多くの方と歓談と記念写真に応じておられた。
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　4月13日から10月13日まで開催されている大
阪・関西万博2025のインドパビリオン内に「ミ
ティラー・アート・ギャラリー」と題して当館
所蔵する立体物を中心に12点が展示され、多く
の方々に作品をご覧いただいています。絵画
は、残念ながら会場スペースの都合上、永六輔
さんが描かれたミティラー画とVIPルームに展示
されているガンガー・デーヴィー《ライオン》
（ミティラー画）のみです。
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関西万博インド館での美術品解説　
                                                                                       個人会員ミティラー美術館館長長谷川時夫氏

《解説》（キャプションより抜粋）
インド（バーラト）の豊かな文化遺産を称えるミティラー・アート・ギャラリー
は、日本に拠点を置く尊敬されるミティラー美術館との誇り高いコラボレーショ
ンを賛美しています。両国間の交流の豊かな遺産を語り、共通の哲学的価値観を
称えるために選ばれた工芸品は、最大限の独創的な感情と専門知識で伝統をたど
っています。長谷川時夫氏が日印の文化交流を促進するために設立したミティラ
ー美術館は1982年に設立されました。新潟県十日町市の廃校となった小学校の校
舎を改装したミティラー美術館は3000点以上のミティラー画、ワルリー画、ゴン
ド画などの絵画、ドクラと呼ばれる蝋型鋳金やテラコッタを常設コレクションの
一部として構成しています。設立以来、ミティラー美術館は、ガンガー・デーヴ
ィーやジブヤ・ソーマ・マーシェ、ニーラマニ・デーヴィーなどのインドを代表
するフォークアーティストや地域のアーティストを招聘し、風光明媚で邪魔され
ず静かな場所での創作活動を支援しています。40年以上にわたりミティラー美術
館はアーティストを大いに支援し、多様な美的意識の融合を強化してきました。
 ミティラー美術館の永続的な活動はインドの主要フォークアーティストたちの発
展の場となり国際レベルの大作が多数生まれ「日本で発展したインドのフォーク
アート」という奇跡が生じました。アジアである自国の伝統文化から世界に向け
た新たな芸術を創作するという前衛芸術家である館長の長谷川時夫氏と共にイン
ドフォークアートが底上げされ、多くの貴重な作品が創造されミティラー美術館
に大切に保存されています。
 ミティラー美術館の壁面には、日本の皇室、インド政府、領事館、アーティスト
自身、および公的および私的な寄付者を通じて美術館が取得したインド先住民の
アーティストによるアーティファクトシリーズが展示されています。
 ここでは、マドゥバニの絵画、テラコッタ芸術、金属製品など、バーラトの伝統
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的な芸術形式のいくつかが、社会文化的構造、ヒンドゥー教の神話、地元の民話
から派生するさまざまな物語を示しています。著名なアーティストには、ガンガ
ー・デーヴィー、ララ・パンディット、永六輔、ニヴェディタ・ミシュラ、ニー
ラマニ・デーヴィーなどが含まれます。

　これは、これらのアーティスト
と美術館との間で培われた温かい
パートナーシップにより、彼らは
家族的環境の外で伝統的な実践を
続けることによって、機能的で実
用的な工芸品の復活を可能にし国
際的な名声を得て、インドのフォ
ークアートの成長、持続可能な進
歩を可能にしています。

《ライオン》
ガンガー・デーヴィー
30.2 x 39.3 cm
紙
この作品はガンガー・デーヴィ
ーがミティラー美術館滞在中に
描いた4枚の「ライオン」の一
つでミティラー美術館コレクシ
ョンの展覧会のオープニングに
2度に渡りご臨席して下さった

故高円宮殿下に長谷川館長がガンガー・デーヴィーと共に寄贈した小作品です。
昨年の秋に高円宮妃殿下からミティラー美術館で多くの人々が鑑賞できる様にと
ミティラー美術館に送られてきた同絵画を、インドパビリオンで特別に公開する
ことになりました。
　パドマ・シュリ・ガンガー・デーヴィー(1928-1991)は、マドゥバニ絵画（マド
ゥバニ地域から始まった美術運動で生まれたこの絵画は、世界的に評価されるよ
うになり、ミティラー絵画とも呼べれるようになった）の第一人者として認めら
ています。ガンガー・デーヴィーは、インド政府からナショナル・マスター・ク
ラフツマン・アワードを受賞しました。
 インドの文化活動家で作家のププル・ジャヤカルは、ガンガー・デーヴィー
(1928-1991)は、マドゥバニ（ミティラー画の美術運動が始まったのがマドゥバニ
のため今なおマドゥバニペインティングと呼ばれている）絵画の第一人者として
認め、インドで最も偉大な民俗芸術家の一人と評価しています。
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　ミティラー美術館の創設者である長谷川時夫氏は彼女を「アジアのピカソ」と
呼んでいます。母親から教育を受けたガンガー・デーヴィーは、子供の頃から革
新的であり、紙、キャンバス、煙突の煤、その他いくつかの国産材料を試しまし
た。
　彼女の視覚的な表現形式は儀式や神話を超えて、より日常生活に近づいていき
ました。彼女の絵画はラーマーヤナのシーンや田舎の女性のライフサイクルを描
いており、特にさまざまな滞在場所で観察したものを反映しています。『ライオ
ン』は、デーヴィーが区切られたシーンから大胆に脱却し、構造化された物語の
フレームを人や動植物の流動的なタペストリーに置き換え、彼女の視覚的表現に
大きな変化をもたらした例と言えます。
　不幸な夫婦生活にもかかわらず、ガンガー・デーヴィーの作品に興味を示した
フランスのアートコレクターが彼女にいくつかのマドゥバニの絵画を制作するよ
うに依頼したとき、彼女は成功の光を見出しました。彼女は、線画や人物の輪郭
を特徴とするマドゥバニ絵画のカチニスタイルで知られています。ガンガー・デ
ーヴィーの有名な作品には、「アメリカシリーズ」、「モスクワホテル」、「フェステ
ィバル・オブ・アメリカンフォークライフ」、「ジェットコースターに乗る」など
があります。 ガンガー・デーヴィーはミティラー美術館を何度か訪れ、パトロン
と不変の絆を築きましたが、晩年に癌と診断された後は、治療期間中彼女は旅行
することを禁じられミティラー美術館を訪問することができないまま、1991年に
インドのニューデリーで亡くなりました。
　半分描かれたガンガー・デーヴィーの最後の大作、未完の「スーリヤムッキー」
はミティラー美術館に大切に収蔵されています。
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《橋》
Nivedita Mishra
90 × 62 × 20 cm
ストーン 
　ニヴェディタ・ミシュラの彫刻は、感情、帰属意識、
共有されたつながり、そして人間の価値観を呼び起こし
ます。彼女は、色調、質感、表面、素材の具体性を探求
しています。この石の彫刻は、自然言語を話す形を導き
出すための自発的な動きと技術的な流れに注目していま
す。2024年にインド総領事館からミティラー美術館に寄
贈されたこの彫刻は、アーティストの繊細な彫刻プロセ
スを伝える感覚的なフィーリングを持っています。
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このユニークなテラコッタは長谷
川館長がメタルで出来たインドの
工芸品をテラコッタで制作するこ
とを依頼したことで生まれまし
た。

ララ・パンディット
　1993年、ミティラー美術館の創設者兼館長で前衛芸術家でもある長谷川時夫は、ビハール州ダルバンガ出
身の著名な陶芸家ララ・パンディットを招き、4ヶ月間の制作活動の結果、彼の人気の大きなテラコッタの
馬の彫刻を完成させ展示するに至りました。1956年生まれのララ・パンディットは、幼い頃から馬の探求を
始めました。彼は、同じく著名な陶芸家であった父親の下で修行を始めました。パンディットは、おもち
ゃ、調理器具、彫像の彫刻に興味を持っていました。彼は周囲のコミュニティに触発され、それが彼を早い
段階でホイールの操作と粘土の成形を学ぶことにつながりました。家族の経済状況を改善するために、彼は
馬の粘土彫刻の制作を始め、それがミティラーやインドの他の都市でより大きな需要を生み出し、その結
果、自分自身のアイデンティティを確立しました。名声を得たララ・パンディットは、国内外のさまざまな
展示会、フェスティバル、ギャラリー、組織、美術館で展示しただけでなく、注目すべき報酬、賞、名声も
享受しました。
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《法螺貝のガネーシャ卿》
ララ・パンディット
29 × 37 × 47cm  テラコッタ

POT
ニーラマニ・デーヴィー
19 x 20 x 20 cm 他
テラコッタ

ニーラマニ・デーヴィー
一連の美しいテラコッタの器は、地域の境界を越えてニーラマニ・デーヴィーの作品と地元の工芸品の遺産
を賛美し、インド北東部のマニプール州からの古くからの陶器の伝統を復活させました。粘土組織の織り目
を鮮やかで透明に保つ技術力で知られるニーラマニ・デーヴィーの陶器は、伝統と国際的な同時代性のバラ
ンスが取れています。
1960年、ビハール州のカディ・アンド・グラム・ウドヨグ・マンダルの後援の下、ニーラマニ・デーヴィー
は初期の陶芸の訓練を受けました。その後、彼女は1966年に陶芸トレーニング兼生産センターを設立し、地
元の農村女性達に陶芸のやり方及び革新する方法を伝えました。デーヴィーは、コミュニティに生計手段を
提供することを意図し、最終的には標準化された現代的なデザインを国際的に認められるようになりまし
た。それ以来、彼女はいくつかの公的および私的な組織や研究所の一員となり、マニプール陶器の遺産を世
界に紹介・流布しています。
ニーラマニ・デーヴィーのポットやピッチャーは、他の容器の中でも機能的な価値がありますが、それらは
むしろ、生き生きとした様子と存在感で注目されています。国際的なフェスティバルに参加した彼女は、イ
ンドの民間人最高賞の1つであるパドマシュリ賞を含む、国内外で数多くの賞を受賞しました。彼女の作品
は、日本のいくつかの有名な美術館や組織で展示され、その中でもミティラー美術館とのコラボレーション
は重要です。
このシリーズは、ニーラマニ・デーヴィーが日本の土でミティラー美術館のグランドにおいて野焼きで作っ
たユニークなテラコッタの工芸品で構成されており、ミティラー美術館のコレクションの一部であり、バー
ラトの伝統的な陶器に対する常連客の絶え間ない関心を集めています。

《自動車》
ララ・パンディット
20 × 33 × 20cm  テラコッタ



インドと日本の関係にとって画期的な瞬間として、コネクト・インディア・ジャパンは東
京の中心で「ライジング・インディア、i.e., バーラト会議」を主催しました。これは、日
本人女性であるヌプール・テワリ氏によって単独で企画された、日本で初の大規模なイン
ド中心イベントとして歴史を刻みました 。壮大な赤坂プリンスホテル（クラシックハウ
ス）で開催されたこの会議は、単なる会議ではなく、一つのムーブメントでした 。

 日本をこよなく愛し、インドと日本の間に強固な架け橋を築くことに人生を捧げてきたイ
ンド人女性であるテワリ氏の情熱と目的意識によって主導されたこのイベントは、外交、
ビジネス、文化を融合させることの意味を再定義しました 。
在日インド大使館と日印協会がその背後でしっかりと
支援し、この会議は、古くからあるが未来志向の二つの国を結
ぶ新たな種類の架け橋となりました 。

外交に焦点 
シビ・ジョージ大使は、パハルガムでのテロ攻撃で失われた命に痛烈な追悼の意を表し、
　　　　　　　　　　　インドのテロに対するゼロトレランス政策を再確認してサミット
　　　　　　　　　　　を開会しました 。彼はまた、インドの防衛能力と国民へのコミッ
　　　　　　　　　　　トメントを示す大胆なデモンストレーションである「オペレー
　　　　　　　　　　　ション・シンドゥール」についても言及しました 。

インド経済効果 
インドが強固な姿勢を示す一方で、日本は平和主義の遺産に忠実
であり続け、平和は弱さではなく、自制を伴う強さであることを
世界に示しました 。それは、世界の外交における繊細だが力強い
駆け引きを凝縮した瞬間でした 。河野太郎衆議院議員（元外務大
臣）は、日本を追い抜いて世界第4位の経済大国となったインドの
台頭を称賛しました 。彼の言葉は外交的なだけでなく、個人的なものでした。「インドの
成長は止められない」と述べ、より緊密な経済・技術同盟の緊急性を強調しました 。

安倍氏のビジョン、今も導く 
　　　　　　　　　　　　日印関係の議論は、安倍晋三氏の遺産に敬意を表することなし
　　　　　　　　　　　　には完結しません 。安倍総理時の内閣官房参与であった谷口智　　　　
　　　　　　　　　　　　彦氏は、インド太平洋における日本の精神的同盟国としてのイ
　　　　　　　　　　　　ンドに対する故総理の揺るぎない信念について語り、聴衆を感
　　　　　　　　　　　　動させました 。それは単なる郷愁ではなく、そのビジョンを継
　　　　　　　　　　　　承するよう促すものでした 。
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Rising India, i.e. Bharat
日本の地そしてその先でのバーラトの台頭

                                                                                                     個人会員Nupur Tewari氏 

18

*原文のままを和訳しての掲載です



パネル1：外交の実践 – 時を経て築かれた信頼 
この会議には、日印関係の形成において極めて重要な役割を果たしてきたベテラン外交
官が集結しました 。元駐インド大使である平林博氏と堂道秀明氏は、両国間の数十年に
わたる信頼と相互尊重について深い洞察を共有しました 。彼らの考察は、共通の価値観
に根ざした外交が、今日の繁栄するパートナーシップへの道を開いたことを強調しまし
た 。

パネル2：国境を越えたビジネス 
日本の成長パートナーとしてのインド 
強力な第2パネルでは、仲條一哉氏（JETRO）、白石翼氏（楽天）、齋藤欽司氏（スズキ株
式会社）、岩城聡氏（日本経済新聞社）といったトップ企業のリーダーが集まり、インド
と日本の間で進化するビジネスダイナミクスを探求しました 。議論は、共通の戦略的利
益によって推進される経済協力が、外交の重要な手段としてどのように台頭しているか
に焦点を当てました 。インドの革新性と熟練した人材、そして日本の技術的リーダーシ
ップと資本をもって、パネルは相互の成長とパートナーシップに基づいて築かれる未来
の明確な絵を描き出しました 。

インドの文化的脈動と日本の精密さの融合 
一日を通して、AI、クリーンテック、デジタルインフラ分野のインドのスタートアップ
企業によるライブショーケースは、日本の投資家や関係者を魅了しました 。そして日が
暮れて優雅なネットワーキングの夜へと移るにつれ、インドのスパイスと日本の優雅さ
が融合し、まさに魔法のような文化的相乗効果を生み出しました 。

次は何？動き出すムーブメント 
コネクト・インディア・ジャパンは現在、このインドと日本の提携を大胆な新しい分野
へと導く、一連のインパクトの大きいイベントを準備しています 。
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ミス・インディア・ジャパン：美しさとビジネスの出会い ：近日開催されるミス・イン
ディア・ジャパン・ページェントは、ランウェイを超えたイベントとなります 。それは
優雅さ、知性、起業家精神を称えるものです 。このイベントは、美しさ、落ち着き、目
的意識というレンズを通してインドのビジネスと才能を促進するようにデザインされて
おり、文化とビジネス外交の新しいモデルとなります 。

デリーカップ：フェアウェイから外交政策へ ：史上初のデリーカップは、東京の中心で
ビジネスと外交を融合させるユニークなゴルフイベントとなる予定です 。CEOと大使
が肩を並べてプレーし、ゴルフコースがネットワーキング、会話、そして新しいコラボ
レーションの場へと変わる様子を想像してみてください 。それは単なるゲームではな
く、つながりを築く賢い方法です 。

東京カップ – インドで再び大ヒット ：昨年のデリーでのデビューに続き、東京カップは
第2版として、より大きく、より大胆に帰ってきます 。日本の代表団は、エリートネッ
トワーキングセッションやウェルネスリトリートから、没入型ヘリテージツアーまで、
豪華で厳選されたインド体験を享受できます 。このイベントは、ソフトパワーと真のビ
ジネス意図を巧みに融合させています 。

つながり続けましょう 
これは一度きりのショーではありません 。それは変革、野心、そしてつながりの展開す
る旅です 。コネクト・インディア・ジャパンに注目し続け、私たちが橋を架け続け、物
語を再構築し、インドと日本の最高を世界舞台にもたらし続けるのを見守ってください
。共に立ち上がりましょう 。外交を再定義しましょう 。つながり続けましょう 。
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＊州都：ティルヴァナンタプル

＊人口：３，５４９万人（2011年国勢調査）
　　　　
＊面積：３万８，８６３㎢
　　　　（県（District)：１４）
＊識字率：９４％（男性９６％、女性９２％）

＊宗教別人口比率：ヒンドゥー教(54.7)、
　　イスラム教(26.6%)、キリスト教（18.4％)
　　　　　　　(2011年国勢調査に基づく）

＊主要言語：マラヤーラム語（州公用語）
　　     

概要

ケララ州

TOPIC: ABOUT INDIA

政治

（１）州政府
 　＊州知事：ラジェンドラ・アーレカル(Rajendra Arlekar)（２０２５年１月～）
 　＊州首相：ピナライ・ヴィジャヤン（Pinarayi Vijayan)（CPI-M）（２０１６年５月～）

（２）州議会：一院制　(定員：１４０、２０２６年４月任期満了）
　＊与党：左翼民主戦線（ＬＤＦ）　９９議席
　　　インド共産党マルクス主義派（ＣＰＩ－Ｍ）６１、インド共産党（ＣＰＩ）１７、
　　　ケララ・コングレス（マニ派）（ＫＣＭ）５ほか
　＊野党：統一民主戦線（ＵＤＦ）　４１議席
　　　コングレス党（ＩＮＣ）２１、ムスリム連盟（ＩＵＭＬ）１５、
　　　ケララ・コングレス（ＫＥＣ）２ほか
　　　　　　
 （３）概況
 　　１９８０年代から２０１０年代まで、  ＣＰＩ－Ｍ主導ＬＤＦ政権とＩＮＣ主導ＵＤＦ政権
が交互に政権を担ってきたが、２０１６年州議会選挙に勝利し、政権に就いたヴィジャヤン州首
相率いるＬＤＦが２０２１年選挙でも勝利し、同州首相が政権を維持。同州首相は野党から汚職
疑惑の追及を受けたが、教育、福祉の増進や災害対策等で一定の評価を受けており、着実な政権
運営を行っている。
　　なお、２０２１年州議会選挙に１１３人の候補者を立てたインド人民党（ＢＪＰ）は１議席
も獲得できなかったが、１１．３％の得票率（ＣＰＩ－Ｍ、ＩＮＣに次ぐ第３位）をあげた。
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TOPIC: ABOUT INDIA

（１）在留邦人：４６人（２０２５年３月）
　　　進出日系企業：９社、１２２拠点（２０２３年１０月現在）
　　　　　　　　　　　主な進出企業として、新田ゼラチン、ＹＫＫ、テルモなどがある。

（２）コチに拠点を置く印日商工会議所（ＩＮＪＡＣＫ）や日本では山陰インド協会が交流活動
を行ってきており、２０１５年には「中海・宍道湖・大山圏域市長会」とケララ州との間で経済
交流に関する覚書が締結されている。

（３）２０１９年１１月、ヴィジャヤン州首相が訪日し、東京と大阪で企業関係者との会議でケ
ララ州への投資、進出を呼び掛け、大阪と島根では大学関係者と教育・研究分野における協力に
ついて意見交換するなどした。２０２５年１０月にはＩＮＪＡＣＫ主催によるコチにおける「ジ
ャパン・メーラー」が開催される（コチにおける「ジャパン・メーラー」は２０１７年、２０２
３年に続き、３回目）。

日本との関係　　　

（１）主要指標
　＊名目州内総生産(ＧＳＤＰ)：１１兆４，６１１億ルピー　(２０２３年度) 
　＊１人当たり所得（実質ＧＳＤＰ計算）：１７万６，０７２ルピー　(２０２３年度)
　　　　　 　 　　　（名目ＧＳＤＰ計算）：３１万７，７２３ルピー
　＊実質ＧＳＤＰ成長率：６．５％　（名目ＧＳＤＰ成長率：１２％）（２０２３年度）
　＊州内総付加価値（ＧＶＡ）構成比　（州内雇用構成比）：
　　　　　　　　　　第一次産業　９％　（２７．３％）
　　　　　　　　　　第二次産業２７％　（２４．２％）
　　　　　　　　　　第三次産業６４％　（４８．５％）
 （２）概況　
　インド全国平均に比べ、第一次産業就労人口が少なく、第三次産業就労人口が大きい。第二
次産業中、製造業はＧＶＡ構成比が１１．５％、雇用構成比が１０％に留まっている。州政府
は、ＩＴ産業の振興、スタートアップ企業育成を通じた雇用創出に力を入れてきており、主要
産業として、ＩＴ、観光、食品加工、ゴム、繊維、化学品・医薬品、水産、電子機器等があげ
られる。
　州内ＧＶＡの約２０％を占める貿易では、輸出の２０％を海産物が占め、スパイス及び同加
工品がインド全体からの輸出の約４割、ココナツ及び同加工品がインド全体からの約８割を占
める。また、中東への出稼ぎ労働者が多いことも特徴で、労働者を含む在外インド人からのケ
ララ州への送金額は２兆ルピー（２０２３年度、インドへの送金額全体の約２割）に上ってお
り、その州経済への影響（特に第３次産業の促進効果）が大きい。
　２０２５年２月に開催された「インベスト・ケララ・グローバル・サミット」では、３７０
を超える企業が、総額１兆５，４００億ルピーに上る投資意図表明を行ったとされる。

経済・産業
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　終戦記念日となる8/15の朝。インド独立79周年記念日祝賀会出席のため、
本年4月に開館された在福岡インド領事館へ足を運んできました。

　当日は朝早くから会場前にはインド出身の方々やサリー、民族衣装を着た国内外の
方々が続々と集まり、福岡にはこんなにたくさんインド出身の方々が在住されているの
か、と驚かされました。
　定刻になると、ラムクマール総領事はじめ、領事館職員の方々が現れ、インド国旗掲
揚と国家斉唱が始まりました。
その瞬間はまるでインドの方々と心を一つにしたような不思議な感覚でした。
国旗をバックに記念撮影を終えた後、領事館内へ移動。祝賀行事が始まりました。
ラムクマール総領事の祝辞から始まり、その後インド古典舞踊で会場は大盛り上がり
し、最後は出席者皆様で記念撮影を行った後、閉会となりました。
ラムクマール総領事の祝辞の内容から、インド出身の方々にとって独立記念日は非常に
重要な日とされている事を再認識させられました。

　1941年以前、植民地であった時の苦難と独立を勝ち取ったインドの闘士達の記憶に敬
意を表する事。現在に至るまで国民は選挙権を持ち、性別・宗教などの制約に依らず個
人の自由意志によって民主主義を築いてきた事。現代の自由主義確立は辛い過去の歴史
を乗り越え、現在では、国を挙げて経済面の大きな発展や貧困層への福祉、所得格差の
縮小などに努め、国内物流の開拓や医療制度改革、デジタル技術の進歩を促している
が、そこには生活向上に加え人々を助ける事を目的とする中で必ず自主性がある事、と3
つの大切な事を述べられ、国民の意思のあり方と実践の基礎、自由を勝ち取った後の
人々の向かうべき道標を示しているような印象を受けました。

https://www.japan-india.com

インド独立記念日
                                                                                                       個人会員 是永貴志氏
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　最後に、インド国歌であるジャナ・ガナ・マナ「日本語訳：人々の意思」作詞作曲：
ラビンドラナート・タゴール　の詩を書こうと思います。タゴールがどのような思いで
この詩を書き、当時の政府は国歌として採用しようとしたのか。
インドの国民にとって独立記念日は国民の心を一つにする、本当に特別で大切な日だと
感じさせられます。

ジャナ・ガナ・マナ「日本語訳：人々の意思」
作詞作曲：ラビンドラナート・タゴール

汝はすべての民の心の支配者
インドの運命の裁定者
汝の名は奮い起こす
ドラヴィダ、オリッサ、ベンガルの
パンジャブ、シンド、グジャラート、マラータの民の心を
それはヴィンドゥーヤやヒマラヤの丘にこだまし
ヤムナー川とガンジス川の奏を混ぜ
インド洋の波によって歌われる
彼らは汝の祝福を求め祈り、汝の喜びを救う
人々すべての保護は汝の手の中にあり
インドの運命の裁定者
勝利を　勝利を　汝に勝利を

７
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　ただの旅行記にとどまらない魅力を持つ一冊です。著者の河本氏は、長年ビジネスマンと
して南インドに駐在した経験を持つ方で、その視点は観光客とは一味違います。
本書は、南インドの伝統的な文化や豊かな自然、そして人々の生活の中に息づく「神々」を
テーマに、オールカラーの写真とエッセイで綴られています。特定の観光名所を巡るだけで
なく、そこに暮らす人々の温かさや、木、岩、川、動物たちにも神が宿ると信じられている
生活の様子が丁寧に描かれています。瞑想やヨガ、アーユルヴェーダといった南インドなら
ではの文化も紹介されており、読者はまるで自分が旅をしているかのような感覚を味わうこ
とができます。
　この本は、単なる旅のガイドブックではなく、南インドの深い精神性に触れ、人々の穏や
かでゆったりとした暮らしぶりを感じられる作品です。南インドに興味がある方はもちろ
ん、「本当のインド」とは何かを知りたい方にもおすすめの一冊と言えるでしょう。

出版社：書肆侃侃房
発売日：2025年8月9日
判型: A5判
ページ数: 176ページ
仕様: 並製、オールカラー
定価: 2,200円（税込み）
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＜書籍紹介＞

河本憲治氏『南インド 神々と出会う旅』

TOPIC: BOOKS

出版社: 筑摩書房
レーベル: ちくま新書
発売日: 2023年9月7日
判型: 新書
ページ数: 288ページ
定価: 1,034円（税込）

間永次郎氏『ガンディーの真実』

　インド独立の父として知られるマハトマ・ガンディーの生涯と哲学を、新たな視点から深
く掘り下げた評伝です。
　この本は、単なる歴史の教科書ではなく、ガンディーの思想や行動の背景にある人間的な
葛藤や精神的な探求に焦点を当てています。著者は、ガンディーが提唱した「非暴力」や
「サティヤグラハ（真理の把握）」といった概念が、いかにして彼自身の人生経験から形成
されていったかを詳細に描き出しています。また、家族との関係、政治的盟友との確執、そ
して彼の死に至るまでの道のりを通して、ガンディーという人物の多面的な姿を浮き彫りに
します。
　『ガンディーの真実』は、ガンディーという歴史上の偉人像を再考させるとともに、現代
社会が直面する多くの問題（貧困、差別、紛争など）に対する示唆に富んだ一冊です。イン
ド現代史や政治思想に関心がある方、そして何よりも「人間」としてのガンディーの生涯を
知りたい方におすすめです。



TOPIC: INFORMATION

住  所 :　　　　　　 〒102-0083 東京都千代田区麹町1-6 麹町保坂ビル6階

電 話 番 号 :   　　　  03-6272-4408       フ ァ ッ ク ス :           03-6272-4135

メ ー ル：　　　　　 partner@japan-india.com

ホームページ :  　　  https://www.japan-india.com

MJIA(Monthly Japan-India Association) 　　　 

2025年9月号（2025年9月26日発行）

発行人：齋木 昭隆　　編集人：末永 繁一（事務局長）

https://www.japan-india.com

《テーマ》　　「インド人の訪日観光促進とインド人材のポテンシャル」

《講　師》　　片桐常弥氏　（株）ANA総合研究所 主席研究員、

                      前・全日本空輸（株）インド総代表 兼 デリー支店長

《日　時》　　10月28日（火）14:00-15:30（受付開始13時45分）

《会　場》　　公益財団法人日印協会　会議室

　　　　　　  東京都千代田区麹町１−６　麹町保坂ビル 6階

《定　員》　　約18人※定員数になり次第、締切らせて頂きます。

《参加費》　　お茶菓子とお茶代　1,000円(当日現金)

《お申し込み》　メール「partner@japan-india.com」　

　　　　　　　 または、電話　TEL: 03-6272-4408

公益財団法人日印協会

26

日印協会からのご案内　

　講師の方を招いて、あらかじめ決めたテーマで参加者の方々と話し合うお茶会
です。   
　インド通の方、もっともっとインドについて知りたい方、インドについて詳しく
なりたい方、皆様のご参加をお待ちしております。
どうぞお気軽にご参加ください。

日時：2025年11月21日（金）18:30会場 19:00開宴
場所：新宿中村屋8階Granna
詳細：後日連絡予定

会員限定「天竺茶話会」

日印協会会員交流会
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ジェンパクト株式会社
ジャパンペガサスツアー株式会社
株式会社シンリョー
スズキ株式会社
住友商事株式会社
株式会社西武・プリンスホテルズワールドワイド
世界開発協力機構
世界芸術文化振興協会
全日本空輸株式会社
綜合警備保障株式会社
双日株式会社
第一三共株式会社
第一生命ホールディングス株式会社
大日本印刷株式会社
株式会社大和証券グループ本社
千代田化工建設株式会社
ティー・アイ・シー協同組合
株式会社ディー・エヌ・エー
株式会社TTJ・たちばな出版
一般財団法人東京芸術財団
株式会社東芝
株式会社東横イン
戸田建設株式会社
豊田通商株式会社
鳥飼総合法律事務所

鳥株式会社日新
日本航空株式会社
株式会社日本視聴覚社
日本製鉄株式会社
日本タタ・コンサルタンシー・サービシズ株式会社
東日本旅客鉄道株式会社
株式会社菱法律・経済・政治研究所
株式会社日立製作所
フィデル・テクノロジーズ株式会社
株式会社フジタ
富士フイルム株式会社
株式会社プレジィール
ポラリス・キャピタル・グループ株式会社
松田綜合法律事務所
丸紅株式会社
株式会社MIXI
株式会社ミスズ
三井物産株式会社
三菱商事株式会社
民間外交推進協会（FEC）
武蔵野メディカルシステム株式会社
株式会社メタルワン
郵船ロジスティクスグローバルマネジメント株式会社
株式会社ライズ・ジャパン

株株式会社 朝日新聞社
ARMS株式会社
医療法人社団　育健会
株式会社伊藤園
伊藤忠商事株式会社
ウェブスタッフ株式会社
弁護士法人 瓜生・糸賀法律事務所
エア・ウォーター株式会社
株式会社エイチシーエル・ジャパン
株式会社NTTドコモ
株式会社川内美登子･植物代替療法研究所
キヤノン株式会社
クエスト・グローバル・ジャパン株式会社
蔵町工業株式会社
黒崎播磨株式会社
株式会社グローバルヒューマニー・テック
国際縄文学協会
国際スポーツ振興協会
公益財団法人 国際文化会館
小島国際法律事務所
株式会社小松製作所
サントリーホールディングス株式会社

一般法人会員  144社
株株式会社IHI
株式会社IPパートナーズ
株式会社アシックス
アセアン・ワン株式会社
A’ALDA PTE. LTD.
株式会社 安藤・間
アーチ株式会社
一般社団法人 ART OF LIVING
いすゞ自動車株式会社
インド日本商工会
株式会社インフォブリッジマーケティング＆プロモーションズ
株式会社INPEX
エア・インディア リミテッド
SBSホールディングス株式会社
株式会社エトワール海渡
株式会社FTO
エンビジョンエンタプライズソリューションジャパン㈱
沖印友好協会
株式会社 オリエンタルコンサルタンツグローバル
株式会社オリエンタルランド
オーウイル株式会社
株式会社オープンハウスグループ
加賀電子株式会社
鹿島建設株式会社
カナデビア株式会社
亀田製菓株式会社
関西学院大学
株式会社クボタ
株式会社熊谷組
株式会社　啓文社
株式会社 ケー・アンド・エル
鴻池運輸株式会社
株式会社交洋
株式会社講談社
酒井重工業株式会社
株式会社 サカタのタネ
公益財団法人笹川平和財団
株式会社 サンウェル
山九株式会社
三洋化成工業株式会社
G-8 INTERNATIONAL TRADING 株式会社
JFEスチール株式会社
JGREEN POWER PRIVATE LIMITED
株式会社システムコンサルタント
株式会社静岡ガス
株式会社静岡銀行

有限会社シタァール
品川イーストクリニック
有限会社ジーエストラベル
株式会社商船三井
鈴与株式会社
住友重機械工業株式会社
住友電気工業株式会社
住友不動産株式会社
積水ハウス株式会社
セコム医療システム株式会社
ZEUS LAW
医療法人社団創生会　町田病院
SOMPOホールディングス株式会社
大成建設株式会社
ダイキン工業株式会社
株式会社大創産業
株式会社タマイインベストメントエデュケーションズ
学校法人都築育英学園
露木興業株式会社
TMI総合法律事務所
ティー・ディー・パワーシステムズ・リミテッド
株式会社 帝国ホテル
帝人株式会社
株式会社テクノロジーONE
株式会社テレビ朝日
株式会社テレビ東京
株式会社デンソー
TECH　JAPAN　株式会社
株式会社TBSホールディングス
株式会社電通
東京海上日動火災保険株式会社
東洋アルミニウム株式会社
東レ株式会社
飛島ホールディングス株式会社
トヨタ自動車株式会社
株式会社トピア
内外トランスライン株式会社
株式会社中村屋
株式会社ナベル
株式会社ニトリホールディングス
株式会社ニフコ
西村あさひ法律事務所
日印ビジネス支援協会株式会社
日産自動車株式会社
日精エー・エス・ビー機械株式会社
NIPPON EXPRESSホールディングス株式会社
税理士法人　日本経営
日本信号株式会社
株式会社 日本経済新聞社
日本航空電子工業株式会社

公益財団法人日本交通公社
一般財団法人 日本国際協力センター
日本テレビ放送網株式会社
日本電気株式会社
日本放送協会
株式会社　日本マルコ
日本郵船株式会社
日本電子株式会社
野村不動産株式会社
野村ホールディングス株式会社
株式会社ノリタケカンパニーリミテド
ハイカル ジャパン
株式会社博報堂
株式会社 阪急交通社
阪和興業株式会社
パナソニックホールディングス株式会社
株式会社ピーアイ・ジャパン
BEYOND NEXT VENTURES株式会社
株式会社BS日本
BLS INTERNATIONAL SERVICES LIMITED
公益財団法人フォーリン・プレスセンター
富士通株式会社
株式会社フジテレビジョン
富士電機株式会社
BAKER TILLY ASA INDIA LLP
国立大学法人北陸先端科学技術大学院大学
フォ―スバレー・コンシェルジュ株式会社
株式会社ボルテックス
前田建設工業株式会社
株式会社みずほ銀行
三井住友海上火災保険株式会社
株式会社三井住友銀行
株式会社 三菱地所設計
三菱重工業株式会社
株式会社三菱UFJ銀行
株式会社ミツバ
一般社団法人MEDICAL EXCELLENCE JAPAN
森・濱田松本法律事務所
株式会社ヤクルト本社
株式会社安井建築設計事務所
ヤマハ発動機株式会社
ヤマヤエレクトロニクス株式会社
ユーピーエルジャパン合同会社
豫洲短板産業株式会社
読売新聞東京本社
ラリス株式会社
学校法人立命館
YKK株式会社
医療法人社団和風会

＜法人会員一覧＞
特別法人会員 71社




